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（2022年12月9日） 

研究に関するお知らせ 

直腸癌治療に関する後ろ向きコホート研究 
 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院 大腸肛門外科では、以下にご説

明する研究を行います。 

この研究への参加を希望されない場合には、研究不参加とさせて頂きますので、下

記のお問い合わせ先にお申し出ください。お申し出になられても、いかなる不利益

も受けることはございませんのでご安心ください。 

 

■研究目的・方法 

目的：直腸癌に対しては、手術治療、化学療法、放射線療法といった治療法が単独

で、もしくは組み合わせて行われています。手術においては従来の開腹手術に加えて

腹腔鏡手術、ロボット支援下手術と低侵襲手術が導入され、当院では、現在はロボッ

ト支援下手術を標準的に行っており、年代とともに変遷があります。また、直腸癌手

術においては癌の根治的な切除とともに肛門温存も重視しており、括約筋間直腸切除

術(ISR)など肛門温存手術を積極的に行ってきています。 

 がん治療のガイドラインに則って治療法を選択していますが、患者さんの全身状

態や癌の病状により治療法、手術法も異なっており、普段の日常臨床ではその治療結

果をデータとして客観的にとらえることが困難です。そこで、当院における近年の直

腸癌治療における治療成績について後ろ向きコホート研究としてデータの収集・解析

を行い、問題点を抽出し、今後の直腸癌治療をより良くすることを目的として本研究

を行います。 
方法：当院で直腸癌に対する根治的切除術を受けられた方の診療記録から様々なデ

ータを抽出して、生存期間、再発率などの長期成績や術後合併症、肛門温存率などに

影響を及ぼす因子について解析・検討を行います。 

意義：この研究の結果によって、当院で施行している直腸癌に対する根治的切除術

の治療成績につき確認することができます。問題点を抽出することができれば、今後

の治療法の選択や手術手技の向上に向けて改善を促す意義もあります。 
 

■研究期間 

理事長承認日～2027年9月30日 

 

■研究の対象となる方 

2015 年 1 月～2022 年 9 月までの間に当院にて直腸癌に対して根治的切除術を施

行された方。 
 

■研究に用いる試料・情報の種類 

上記の対象期間中に診療録に記録された診療情報（経過記録、諸検査結果、手術
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記録ほか）などを、研究に使用させて頂きます。使用に際しては、政府が定めた倫

理指針に則って個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、個人が特定

されない形で行います。 

 

■研究計画書等の入手・閲覧方法・手続き等 

あなたのご希望により、この研究に参加してくださった方々の個人情報の保護や、

この研究の独創性の確保に支障がない範囲で、この研究の計画書や研究の方法に関す

る資料をご覧いただくことや文書でお渡しすることができます。ご希望される方は、

どうぞ記載のお問合せ先にお申し出ください。 

 

■個人情報の開示に係る手続きについて 

本研究で収集させて頂いたご自身の情報を当院の規定に則った形でご覧頂くこと

も出来ます。 

ご希望される方は、どうぞ記載のお問合せ先にお申し出ください。 

 

■利益相反について 

・利益相反の状況については NCGM 利益相反マネジメント委員会に報告し、その指示

を受けて適切に管理しています 

・本研究に関する研究全体及び研究者個人として申告すべき利益相反状態はありま

せん。 

 

■研究体制： 

機関名： 国立研究開発法人国立国際医療研究センター 

○研究責任者 

大腸肛門外科 常勤医師 大谷 研介（連絡担当者） 

 

■お問い合わせ先 

実施機関名 国立研究開発法人国立国際医療研究センター 

担当者 大腸肛門外科 常勤医師  大谷 研介 

電話番号 03-3202-7181（代表）  

受付時間・曜日 月～金： 9:00～17:00 

 

 


